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5 教育費 46.586,200 57.67 ・
5 使用料及手数料 226.000 0.28 6 社会及び労働施設費 684. 100 0.85 ：督
6 国庫支出金 6.627.200 8.20 7 保健衛生費 ,. 061. 200 2.55 

7 県支出金 857.100 I,06 [ 8 産業経済究 5,007.300 6,20 り簗
8 寄附金 50. ooo o. o, I,財産野 97.000 o: 12 ま 1-
9 繰 入 金 11.405.500 14. 12 10 統計調査捜 226.100 0 28 t魯
10 繰越金 5.ooo.000 6.19 1 1 選挙費 1.151.400 1. 40 

11 雑 収 入 927,000 1. 15 ；；盆支債出塁昌似腐 昇! 11 i虐ヽ
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会一

計般

総
額
八
千
七
十
入
万
円

教
育
予
算
四
六
、
五
五
万
円

昭
和

3
8年
度
新
予
算

C 1) 

明和村役場

発行所明和村役場

編集人和田実

発行人奈良庄次郎

印刷所小林印刷所

明
和
村
の
人
口

（
五
月
一
日
現
在
）

世
帯
数
一
、
六
八
三

人
口
総
数
九
、
二
五
四

男
四
、
五
五
一

女
四
、
七

0
三

本
籍
人
ロ
ー
ニ
、
五
一
＿
ニ

咽，



和 村 (2) 

昭
和
三
十
八
年
度
の

村
民
税
の
減
税
は
約
一
八
0
万
円

号8
 
3
 

窮
昭
和
三
十
八
年
度
村
民
税
に
一

0
0
万
円
を
こ
え
る
金
額
二
五

0
万
円
を
こ
え
る
金
額

つ
い
て
約
一
八
0
万
円
の
減
税
六
％
八
ヽ

e
o

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
五

0
万
円
を
こ
え
る
金
額
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
村
民
税
の
所
得
割
の
七
％
又
税
額
控
除
は
、
扶
養
親
族

税
率
の
引
下
げ
と
、
税
額
控
除
二
五
0
万
円
を
こ
え
る
金
額
一
人
に
つ
き
三

0
0
円
が
五
〇

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
次
の
と
八

0
9
0
円
、
青
色
専
従
者
五

0
0

お
り
で
す
。
が
改
正
で
円
が
八

0
0
円
、
白
色
専
従
者

先
づ
所
得
割
の
税
率
の
引
下
一
五
万
円
以
下
の
金
額
四

0
0
円
が
六
0
0
円
｀
障
害

げ
は
課
税
栢
準
額
（
所
得
金
額
二
銘
者
、
老
年
者
等
の
四

0
0
円
が

か
ら
九
万
円
を
差
引
い
た
額
）
一
五
万
円
を
こ
え
る
金
額
六

0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

が
、
現
行
で
は
三
％
そ
の
桔
果
所
得
割
で
八

0
万
円

-
0
万
円
以
下
の
金
額
四

0
万
円
を
こ
え
る
金
額
税
額
控
除
で
一

0
0
万
円
合
せ

幸
二
％
四
％
て
約
一
八

0
万
円
の
減
税
規
校

c
 

1
0
万
円
を
こ
え
る
金
額
七

0
万
円
を
こ
え
る
金
額
と
な
り
ま
す
。

三
％
五
飴
今
、
年
間
所
得
金
額
五
十
万

二
0
万
円
を
こ
え
る
金
額
一

0
0
万
円
を
こ
え
る
金
額
円
で
標
準
世
帯
（
夫
婦
子
三
人

広
四
形
六
％
）
の
例
を
と
つ
て
見
ま
す
と
次

五
0
万
円
を
こ
え
る
金
額
一
五

0
万
円
を
こ
え
る
金
額
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

五
形
七
彩

二
等
今
泉
清
す
。
こ
れ
は
一
ツ
の
村
だ
け
が
者
等
を
し
つ
て
明
和
村
躾
及
溝

V

貰
外
一
名
や
る
事
業
で
な
く
全
国
の
市
町
造
改
善
事
業
推
進
協
議
会
を
結
Q
'

＿
―
-
等
石
川
宗
祐
村
全
部
が
国
の
方
針
に
基
い
て
成
し
次
の
通
り
役
貝
が
決
定
し
一

•
町
村
の
地
域
性
を
活
か
し
た
新
ま
し
た
。

買
外
四
名

ら
し
い
村
造
り
を
す
る
事
業
で
会
長
坂
上
義
兵

処
に
よ
り
既
に
初
め
ら
れ
て
お
副
会
長
小
松
原
誠
司

教
育
と
経
済
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
村
で
も
今
”
昇
初
太
郎

後
こ
の
革
期
的
な
大
事
業
を
円
”
始
沢
筆
司

一
滑
に
推
進
す
る
た
め
い
各
農
業
”
駒
宮
新
一
―
―

農
村
の
姿
が
大
き
く
変
り
つ

団
体
の
代
表
者
及
び
学
織
経
験
“
久
保
庭
仁
一
郎

『
｀
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

青
年
男
女
は
も
と
よ
り
、
主
人

も
主
婦
も
余
暇
を
利
用
し
て
他

二
辛
[
-
〖
]
三
叫
い

[
[
,
l
[
]

三
〖
ま
/
[
]
[
]
[
[
]
]
J
l
]

冑
白
汀
[
]
励
と
資
釘
の
向

I
l
l
児
童
戸
'
『
]
]
』
[
]
[
『

9
[
]
]
]
[
[
]
]

』□J
l
〖
]
]
]
]
]
こ
冒
[
[
]

□
]
[
]
]
g
g

□
□
:
』
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[
]
]
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]
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]
残
]
学
]
]
:
]
良
/
]
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J
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]
.
]
:
[
国
:
[
草
]
]
]
]
]
始
g
t
i
g
t
t
g
t
t
[
]
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月
県
内
に
お
け
る
青
少
年
問
題
1

教
育
委
且
会
の
主
体
性
を
確
l
l
i
施
設
・
設
佃
の
整
備
新
任
丸
山
和
子
級
部
一
等
渡
辺
塵
区
幸
木
坤

E宰
〗
古5華
口
声
『
幸
木
立
て
る
習
慣
は
現
在
で
も
あ
る
を
祈
る
風
習
が
あ
る
が
、
こ
の

西
＇
こ
ろ
が
ち
ょ
う
ど
作
物
栽
培
の

5

に
深
く
思
い
を
い
た
し
、
児
保
し
つ
つ
、
長
及
び
議
会
と
◇
西
小
第
二
期
工
事
の
完
成
明
和
東
小
転
出
島
田
福
治
2
5
2
6
5
1
”
沢
錦
賞
吾
一
郎
が
、
こ
れ
は
五
色
の
糸
を
ひ
じ

旺
且
且
且
甘
江
戸
拉
石

□
"
[
い
場
の
建
設
鐸
]
じ
[
部
2
6
2
6
5
2
“
直
這
琴
贔
紅
推
進
協
議
会
結
成
謬
彗
べ
[
[
口
謬
渇
初
期
に
適
こ
て
い
る
か
ら
で
あ

：
い
い
五
＂
教
2
i
H
f
且
且
口
◇
且
彗
吋
迂
入
り
＂
幼
[
4
”
越
光
仁
等
福
翡
紐
i
i
i
g
且
喜
I
i

m
且

□
9
5
"
万
彗
い
”
I
t
｀
八
夜
が
く
れ
ば
も

9立

昭
育
の
没
透
を
は
か
る
ぺ
き
で
共
に
、
謀
教
委
、
市
町
村
教
切
人
事
管
理
新
任
小
暮
浩
子
圏
東
2
2
5
4
9
渾
疇
コ
輝
虹
録
多
田
正
雄
高
め
他
産
業
と
農
莱
の
所
得
均
て
新
ら
し
い
機
械
化
農
業
や
協
に
厚
紙
の
人
形
を
の
せ
、
薄
い
夏
（
六
日
）
と
な
り
、
耕
作
や

あ
る
。
翌
及
び
関
係
甜
団
体
と
の
連
◇
服
務
の
厳
正
と
移
序
の
確
明
和
中
退
職
藤
野
中
男
女
計
7
~
”
―
等
街
を
図
る
た
め
に
、
い
ま
農
業
業
農
業
を
推
進
し
て
古
い
農
業
板
の
か
ぶ
と
を
か
ぶ
ら
せ
、
木
種
ま
き
な
ど
農
家
に
と
つ
て
忙

3
体
育
の
振
興
絡
を
密
に
し
以
て
教
育
行
政
立
転
出
江
森
久
雄
，
—
ー
ー
貰
多
田
正
雄
梢
造
改
苦
事
業
が
進
め
ら
れ
て
の
建
て
直
し
を
す
る
大
事
業
で
一
製
の
や
り
と
、
長
刀
を
そ
え
て
忙
し
い
時
期
に
は
い
る
。

' 

~
 

税
率
の
引
下
げ
と
‘
控
除
の
増
額

年間所得50万で夫婦子3人の場合

給与所得者 白色申告者 青色申告者（夫婦、子 5 人） I(丸品が喩灼ふ詮うち）
99.000円 一円 一円

20. ooo I • - I -

90. ooo I 90. ooo I 9o. ooo 

291.000 I 410. ooo I 410.000 

1.230 I 10.900 I 10.900 

2.000 専 1 人600円 2. 100 専 1 人800円 2,300
扶5人1500 扶3人1500

5. 230 I 8. 800 I 8.,oo 

7.440 I 12.100 I 12.000 

2.210 I,.,oo  I,.,oo  

30%[ 28%1 28% 
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明和村役場

発行所明和村役場

編集人和田実

発行人奈良庄次郎

印制所小林印刷所

| 

百 人世明
人 且帯全和
口女男数数月村
ー 一の
ニ四四九一日
、、ヽ、、現人

四六五一六在口
八五：：：八八ゞ
ニ八八六七

に
附
嘱
家
と
し
て
、
公
使
室
、
洗
便
所
を
そ
な
え
つ
け
て
あ
り

給
食
室
あ
り
、
な
を
各
階
に
水
ま
す
。

ー

.. 

▲
J
ー
一
ー
．
i

1

ご

-t-

写真は西小学校第二期工事現場

私
達
日
常
の
生
活
の
中
で
、
と
こ
ろ
か
｀
こ
の
よ
う
な
「
次
に
主
な
「
め
い
わ
く
行
為

0
街
頭
と
博

い
ち
じ
る
し
く
「
人
に
め
い
わ
め
い
わ
く
行
為
」
が
、
終
戦
直
」
を
例
示
し
ま
し
た
。

0
悪
ど
い
広
告

く
を
か
け
る
」
よ
う
な
行
為
は
後
の
混
乱
期
を
過
ざ
「
戦
後
で

0
列
へ
の
割
り
込
み
〇
客
引
き
、
ポ
ン
引
き

数
え
あ
げ
れ
ば
た
く
さ
ん
あ
り
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
現
在
、

0
つ
き
ま
と
い
、
か
ら
み

0
時
間
外
営
業
・

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
「
ま
か
り
通
る
」
こ

0
で
い
酔
、
浮
浪
は
い
か
い
〇
ダ
フ
屋

例
え
ば
、
会
合
の
時
間
に
遅
と
が
残
念
な
が
ら
多
い
の
で
す

0
o
i
l
女
か
ら
か
い
、
い
た
ず
ら0
無
札
入
場
（
乗
車
）

れ
て
他
の
参
加
者
に
「
め
い
わ
警
察
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
県

0
押
売
り

0
禁
止
場
所
へ
の
立
入

く
」
を
か
け
る
よ
う
な
行
為
も
民
の
す
ぺ
て
が
こ
ぞ
つ
て
こ
れ

0
物
こ
い
、
販
売
等
〇
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
、
脱
ぷ

社
会
生
活
を
し
て
行
く
う
え
に
ら
の
「
め
い
わ
く
行
為
」
を
許
0
の
ぞ
き
、
わ
い
せ
つ
行
為
ん
・

慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

0
危
険
な
遊
戯
一

し
か
し
、
こ
の
よ
9
な
「
め
ぃ
「
め
い
わ
く
行
為
」
は

0
禁
止
場
所
で
喫
煙
一

わ
く
」
な
行
為
を
す
る
か
し
な

0
放
た
ん
、
放
尿
―

い
か
は
、
各
自
の
良
線
に
ま
っ
や
め
ま
し
よ
う

0

モ
ー
タ
ー
ポ
ー
ト
の
暴
走
｛

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

0
路
上
遊
戯
．

同
じ
「
め
い
わ
く
」
を
か
け
る
さ
な
い
、
と
い
う
断
固
と
し
た
0
立
札
、
標
識
い
た
す
ら

0
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
歩
―

行
為
の
う
ち
で
も
こ
の
よ
う
な
態
度
を
示
す
こ
と
が
、
ぐ
れ
ん

0
表
札
取
り
道
通
行

行
為
は
許
さ
る
ぺ
き
で
は
な
い
隊
や
、
無
法
者
を
な
く
し
て
、
0
落
否
き
〇
泥
は
ね

と
い
う
囚
民
、
県
民
の
総
意
に
明
る
い
美
し
い
知
土
を
つ
く
り

0
防
犯
焔
へ
の
い
た
ず
ら

0
歩
行
者
の
車
道
通
行

よ
り
、
あ
る
一
定
の
行
為
を
禁
あ
げ
る
甚
と
も
な
る
と
考
え
ま

0
逍
路
、
公
固
等
へ
の
こ
み
拾
0
自
転
車
等
の
路
上
放
置

止
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た
と
さ
す
。
て

C
路
上
作
業

は
処
罰
す
る
と
い
う
法
令
が
定
み
ん
な
で
力
を
合
せ
て
「
め
0
路
上
で
の
ピ
ラ
配
り
な
ど

0
置
き
看
板
陳
列
つ
き
出
し

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
存
知
い
わ
く
行
為
」
を
な
く
し
ま
し
0
街
頭
く
つ
み
が
さ

の
と
お
り
で
す
。
よ
う
。

0
踏
上
物
売
り

近
代
装
備
を
誇
る

綜
合
燃
料
会
社

大
洋
練
炭
工
場
誘
致

川
俣
駅
の
隣
り
に
、
中
で
陸
つ
鉄
骨
造
り
の
マ
ン
モ
ス
工
場
工
事
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
ど
ま
す
。

]
:
む
理
夏
:
]
議
員
選
日
口
水
事
を

”らン， 5‘` `̀ r ｷ •こヽとヱ・：•
， 9. ．，．ヽ•'←こ：、9 や卜．，．

館
林
笞
察
署

刊



昭和 38 年 7 月 1 日

狩
猟
免
許
税
は
都
通
府
県
知
び
狩
猟
に
関
す
る
行
政
の
実
施
ヽ
不
良
行
為
や
こ
両
親
が
関
心
を
示
さ
な
い
十
ハ
刑
一
ト
ー
フ
ク
タ
ー

事
の
狩
猟
免
許
を
受
け
る
者
に
に
要
す
る
我
用
に
充
て
る
た
め

4

＾
犯
罪
を
す
る
子
家
庭

）
昭
和
二
ぷ
＇
入
年
分
の
戸
漬
囁
塁
恥
汀
＂
い
[
h
"
I
Cぃ
昇
~
門
。
も
誌
蒻
旺
や
興
味
の
導
入
に
つ
い
て

2
0

言
葉
づ
か
い
に
対
す
る
父
夢
の
実
現
乗
用
大
型
ト
ラ
ト

（
は
次
の
と
お
り
で
す
。
対
し
、
当
該
道
府
県
に
お
い
て
な

T
'

の
が
多
い
が
、
親
の
無
関
心
な
家
庭
ク
ー
を
百
村
に
実
用
化
す
日
が

紐
所
得
税
の
減
税
エ
打
虐
彎
訂
尉
じ
茸
茫
記
”
ば
泣
で
『
翌
苔
且
辻
翡
腎
駁
届
請

徴
収
と
あ
わ
せ
て
行
う
も
の
と
が
大
き
い
と
言
動
月
間
」
で
す
。
家
庭
と
学
校

0
万
で
す
。
作
業
は
耕
起
耕
転

第
基
礎
控
除
一
〇
八
、
五
0
0

円
上
げ
昭
和
三
十
九
年
分
以
後
の
所
口
甲
種
狩
猟
免
許
又
は
乙
種
＋
｛
ち
フ
わ
れ
て
い
る
。
が
し
つ
か
り
と
手
を
組
ん
で
、
高
低
整
地
道
路
整
備
等
に
役
立

昭
和
＝
1
-十
八
年
分
の
所
得
税
青
色
専
従
者
給
与
額
得
税
よ
り
廃
止
さ
れ
る
。
変
更
狩
猟
免
許
を
受
け
る
者
で
当
該
す
る
。

1

次
代
を
に
な
う
大
切
な
子
供
た
て
る
。
能
率
は
耕
起
~
三
十

か
ら
次
の
通
り
基
礎
控
除
そ
の
―

-
0
オ
以
上
す
る
場
合
は
三
九
年
三
年
十
五
年
度
の
道
府
県
民
税
の
所
得
割
日
税

[
5
[
[
い
[
い11
5
い
午
千
か
五
[
[
[
[
i
c
ち
を
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
分
位
深
交
は
一
尺
以
内
一
町
か

他
の
控
除
が
引
上
げ
ら
れ
減
税
改
正
前
―
二0
、

0
0
0
円
月
ま
で
に
所
轄
税
務
署
長
へ
届
の
納
付
を
要
し
な
い
も
の
育
て
上
げ
た
い
と
念
じ
て
い
ま
ら
集
団
し
て
い
る
と
能
率
は
倍

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
改
正
後
一
―
一
五
、

0
0
0円
出
る
こ
と
。
居
出
の
な
い
と
き
七

0
0
円
狩
猟
免
許
を
受
け
る
者
ル
ノ
広K
最
も
関
係
の
深
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
願
い
化
す
る
。
し
た
が
つ
て
反
当
貿

た
。
（
尚
施
行
が
四
月
一
日
か
（
三
八
年
分
―
二
三
、
七
五

0

は
売
価
還
元
法
で
行
う
よ
う
に
・
国
丙
種
狩
猟
免
許
を
受
け
る
一
、0
0
0
円
〒
J
お
6

い
家
庭
を
取
り
ま
す
。
金
は
半
額
と
な
る
訳
で
す
。

ら
の
た
め
三
八
年
分
は
四
分
の
円
）
な
っ
た
。
四
五

0

円
口
丙
種
狩
猟
免
許
を
受
け
る
上
f
、
ど
ん
な
（
西
小
学
校
長
家
宮
貞
治
）
次
に
運
転
技
術
者
は
梅
島
農
協

三
の
額
で
す
）
二

0オ
未
満
内
、
利
子
所
得
の
分
離
課
税
及
者
入
猟
税
は
、
烏
獣
の
保
護
及
一
者
三
五

0
円
非
家
庭
か
ら
非
行
，
職
貝
立
川
実
、
役
場
職
員
木
村

り
、
藍
礎
控
除
の
引
上
げ
少
年
が
出
や
す
應
〖
協
i
今
口
儲
り
の
利
男
、
千
江
田
農
協
野
木
村
幸

改
正
前
九

0
、

0
0
0
円
び
税
率
の
軽
減

翌
g
；
炉
〗
炉
O
O
O
O
P
l
O
臼
改
正
後
九
五
、

0
0
0円
分
離
課
税
は
昭
和
四
0
年
三
に
せ
税
理
士
に
ご
用
心

5
`
"正[
5
A
O
ロ
状
態
き
ざ
し
堤
認
遷
t
江
で
る
こ
と
に

（
三
八
年
分
九
三
、
七
五0
円
月
三
十
一
日
迄
存
置
、
税
率
一
行
政
庁
の
合
併
と
相
ま
っ
て
政

改
正
後
―

-
0、

0
0
0
円
所
得
税
第
一
期
分
の
納
税
額

0
国
税
や
地
方
税
の
税
務
代
理
の
よ
く
な
い
家
庭

（
三
八
年
分
一0
七
、
五
0
0
)

の
9
6を
五
％
に
軽
減
。
は
、
す
で
に
「
昭
和
三
八
年
分
申
告
密
等
税
務
書
類
の
作
成

0

家
計
に
計
画
性
が
な
く
、
府
に
お
き
ま
し
て
は
、
農
業
協
◎
村
た
ば
こ
消
費
税
及

q
J
事
業
専
従
者
控
除
額
出
、
配
当
所
得
の
源
泉
徴
収
税
同
組
合
の
合
併
を
一
部
助
成
法所得
税
の
予
定
納
税
額
の
通
知
お
よ
び
税
務
相
談
は
｀
国
税
で
た
ら
め
な
家
庭
を
設
け
て
合
併
を
推
進
し
て
居
び
電
気
ガ
ス
税
の
税

ロ
、
配
偶
者
控
除
の
引
上
げ
改
正
前
七0、

0
0
0円
率
の
軽
減
書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
ぁ
庁
で
認
め
て
い
る
人
し
か
許

0

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
全
り
ま
す
。
し
た
が
つ
て
全
国
各

改
正
前
一

0
0

、

0
0
0
円
改
正
後
七
五
、

0
0
0円
従
来
一

0
9
6の
源
泉
税
率
を
り
ま
す
が
、
納
期
は
七
月
一
日
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
然
な
い
家
庭
地
に
て
合
併
し
、
又
は
合
併
し
率
＇
改
正

よ
り
三
十
一
日
ま
で
で
す
か
ら
◎
正
規
の
税
理
土
は
国
税
庁
長

0

周
辺
が
常
に
整
理
整
頓
さ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
郡
に
お
き
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
を
引
下

（
三
七
年
分
九
七
、
五0
0
円
）
（
三
八
年
分
七
三
、
七
五0
円
適
用
し
て
い
た
が
昭
和
四

0
年、

お
忘
れ
な
く
期
限
内
に
納
め
て
｛
目
が
発
行
し
た
「
税
理
士
証
れ
て
い
な
い
家
庭
ま
し
て
は
、
大
泉
町
を
ト
ッ
プ
げ
る
こ
と
に
伴
つ
て
村
た
ば
こ

報
改
正
後
一
0
五
、
0
0
0
円
）
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支

（
三
八
年
分
一0三
、
七
五0

田
、
時
価
法
の
廃
止
（
た
な
卸
払
わ
れ
る
ぺ
き
も
の
に
つ
ー
て
く
だ
さ
い
。
一
票
」
を
も
っ
て
い
ま
す
。

0
子
供
の
帰
宅
時
に
母
親
の
に
各
市
町
村
も
そ
れ
ぞ
れ
推
進
消
抒
税
の
税
率
を
一
三
•
四
％

円
）
汽
産
の
評
価
方
法
）
税
率
を
五
形
に
軽
減
し
た

c

に
せ
税
理
士
に
ご
用
心
〇
税
理
士
行
為
に
疑
問
が
あ
る
い
な
い
こ
と
の
多
い
家
庭
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
本
村
も
着
（
現
行
―
二
光
）
に
引
上
げ
、

曰
、
扶
養
控
除
の
引
上
げ
々
動
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
よ
電
気
ガ
ス
税
に
つ
い
て
は
税
率

広
改
正
前
鱈
叶0円
狩
猟
者
税
が
廃
止
さ
れ
い
晶
i
i
豆
I
e
[
f
f
i
"
訂
い
昇
(
t
e
"
へ
わ
問
い

0

を
戸
”
心
[
い
友
合
正
”
ぃ
＂

E噂
御
協
ヵ
を
ゎ
”
鑓
頴
翡
頌
~
に
皐

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
に
せ
，
9
9
9
9
,
'
’
,
'
,
'
,
'
,
'
,
0

し
つ
け
が
き
び
し
す
ぎ
た

｛
讀
年
戸
琴
＿
訊

n
O茫狩
猟
免
許
税
及
入
猟
税
と
な
る
税
理
士
に
よ
る
被
害
に
か
か
ら
映
画
館
な
と
へ
入
場
さ
れ
る
と
り
、
気
ま
ぐ
れ
だ
っ
た
り
す
｀
＇
咬

村
）
狩
猟
制
度
の
改
正
に
伴
つ
て
狩
猟
免
許
税
及
び
入
猟
税
が
創
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く
き
は
、
入
場
券
の
半
片
を
必
ず
る
家
庭
利
根
川
に
、
れ
ん
魚
、
草
魚
の
保

受
け
取
り
ま
し
よ
う
。

0

学
業
成
績
や
将
来
の
こ
と

四
、
専
従
者
控
除
の
限
度
の
引
狩
猟
者
税
を
廃
止
し
、
新
た
に
一
設
さ
れ
ま
し
た
。
だ
さ
い
。
ー
ー
i
し
t
i
ー
ー
ー
ー
ー
大
群
お
し
よ
せ
る

5

，
明
和
中
学
校
が
あ
り
う
ま
い
も
の
を
モ
ツ
軽
供
浮
薄
の
気
風
を
排
し
、
て
伸
ば
し
て
や
り
た
い
と
誰
も
去
る
六
月
二
十
四
日
未
明
、
一
あ
ま
り
大
き
い
の
を
ャ
ス
で
民

禾
一
教
委
た
よ
リ
｝
村
民
皆
様
の
こ
協
力
に
よ
り
．
：
『
宝
[
『
i
i
正

5ま
す
。
い
戸
ば
げ
拉
＂
1峠
屯
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ば
口
知
丘
ハ
比
心
f
¢
心
恥
謡
扇
訳
臼
ば
碩

込
ま
れ
る
や
ら
、
て
ん
や
わ
ん

農
繁
休
業
に
つ
い
家
庭
が
農
繁
休
業
を
希
望
し
て
絃
合
後
一
年
を
終
る
こ
と
が
で
第
一
は
理
普
通
科
教
室
、
第
り
ま
す
が
、
お
か
げ
様
で
本

0

そ
の
た
め
に
産
卵
の
た
め
に
お
し
よ
せ
た
、
や
の
大
さ
わ
ぎ
、
梅
原
の
柴
崎
九
，

い
る
の
で
、
一
が
い
に
廃
止
す
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
謹
し
二
は
実
験
室
で
す
。
校
生
徒
の
状
況
は
着
々
と
こ
教
育
基
本
法
第
一
条
に
示
す
堤
防
に
草
刈
に
行
っ
た
人
が
発
信
義
さ
ん
は
息
子
さ
ん
と
九
匹
て
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明和村中学校体育館設計図

和

中

学

明
和
村
の
人
口

（
九
月
一
日
現
在
）

世
帯
数
一
、
六
八
八

人
口
総
数
九
、
一
六
八

男
四
、
五
ニ
ー

女
四
、
六
四
七

本
籍
人
ロ
ー
ニ
、
四
九
二

｀；冑｀翡急、9 九体
村の入新八計 9月

叩胃月育
喜竺ぽ合；ほ十

叫叩悶丘9こ召房塁百い晉 忍忍忍打塁耀胃 □引尉、日日料量 H 館
＂ど門田紅闘訳り［エ］ 農t !田田り！［出虞,~繍起新
員を釘置］巴食 9計謬岨盃！呈ti裔且墨畠堪じ且且ぽ 9月記遷き且食り且エ築tと＂謬店汀ぢ倉誓ふ汀芸篇為匠はば地閾：書伍賢警：：、日墨汀‘：サ塁阿喜嬰 9建式
ぃ：イ｀ 1口:め:：； ［言つ：とこ：［：域華〗設り様め賂玄計 ま育力< r噌炉万◇◇挙；決
す今ばてばつ益堕農りの業更地先つ能指性業事てiァ ロミけ‘式て外関事設し館出困 • 

虜尉虐羞；条己烹i畠品芦註悶予盆麿斎以こ事｀胃閂尉昇は五蘭炉＄塁塁 岱 行定力菜まめ産莱足の機゜と械型の業事に援い改因たオ日 業〗に正筋数含育で前 築の助◇
がはせ是四生す軽械 新化機状の業煤助現善しめ 5E ✓,~ ~パ面コニと室体橋 すでと
多ーん非の産る減化 技‘械態甚で業に在事てに ミスにン六の‘育の る本起
く反°推引を労をは 術ーをを盤すのよの莱い生さ 葵ケスク四渡附館大 こ年 {R
か歩 進下飛働図幾 の貫利よで°仕つ農はる産 ヽッテリ坪廊属の高 と度の
か当 しげ躍力る作 導作用りあそ組て業こか性る 〗卜 1 1‘ 下屋概建 に中見
るり なに的をと業 入業すよるれみもをのらの ミポジト建を‘要築 なに通
たに け役に補共の を体る< °にをつ国生で低 ~ I を作築含通は設 り体し

ミ
みに設りめら供をしんをげ他てすつら常が著格変上整産とれめミさ治 充は水男しル
まみと組にの家創た煤°推る産おぐてでにこしはをげへ業儲てに葵れ水去 ー 一•-..-· -.. ｷｷ--ｷ-ｷｷ 一—•一.., 実梨と洗女ての
しん明みこ殷のる新業 進た莱り其安す生れく外初るてのかお儲葵河大る . ｷ しでに便更控コ

冒註！叫畠国閏叫叫：］利醤し人しなむ·つ 9-i正鴨
倉眉9位；喜李烹； g胃嬰品上琴畠弓悲：召喜：畠9：；塁｀恩闊i i艮建 ‘ ’ : ̀  ¥ , -: 「全嘉゜；｀
せの代剣すこす仕はり近準処せ産化いぺり比産現能設にをと察出で利川言反 冨 . ‘見と 1 教属
てた化にるれか組こ ま代をして物にるてまぺ物在率備はも云‘席11/J根 1 今なし 室官室
進め建取たからみう せ化上又来はよか非すて価米をを他つわ し催JIl 治ナこ ,, て 後いて ‘室と

す）1| 九新江中大次八問 況を建和県ま まににま発中゜さ十尚里黒谷輪の十の「老人の日」の行事 を下設橋知し水臣

冑叫量鳳闊賃言奈四の村写兵説明河~j建ー設竺：竺言］［］
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今
度
新
ら
し
く
制
定
さ
れ
た

老
人
福
祉
法

マ
）

: : ／／／／：毎／：：期優//: :§□ :] /：：／広：／／適：：：努：：： /: 敢：：／
心まろほるしゅ さ係税月相 でに百 う活さにそ実人 しめわや十日

眉 1021r」に6 Iii田謳冒~: I i冒゜［閏量鼎
悶百q—□ 己|5 11上「 1「ら社9 叩9[! 〉99iiヒ ［汀：村鳥日；攣且
主に 田 矢 須 南 大江 大新゜°わ かし＼、なにてあり直課ぞが ＼、あにで日とのり‘望とうにしを
催於 大 佐 そた れてとど‘相りま接長れ‘ もわ約し増設よま愈の強にふて九
でて 島島 賀島 輪口 茂里のつ るいこ‘な談‘す皆‘の毎 のせ七よに立うす々老調努さ県月

0 0 稲ー ．．::--1 望を氏 な署
がつ長両各実て製ま七青ん子島本え榛七子日究育分三長開 の年 ' 一」 す要名相つへ相
で有を指二施百科で月年で滋田村キ名月供を討の科オの催 刈の •. • . 9 るすは談て行談

; g且塁i¾i嬰孟iは喜晶忍＇：f :令竺り贋合匹眉し 贔忽 稲 9̀ ' , 4 1 嬰；区ピ h‘ ぢ 1 さ
°に者員名°級ひ＇三日キし崎‘はプス五 I た行とわをを永 りか 芯 以と日らすて全
実と及で参の白 B かヤた昭立‘講ホ‘ダ； ＼、取か観き井 期稔 の , 9 : 下‘それ°も国
施しび柿加キ樺でらン°の川久習ス六 1 充りれ貰き贅 かつ 刈 / ..“' はそのた よど
すて前沼者ヤ湖長ニプ 五原保がテの講 実組てし‘ 来て ., ' . ‘の方方 いこ
る厳音‘はン畔野十 苫博庭開）レ両習 しん家‘映事 ま漸 り I,._ ••. • •原方にの この

：青固覧嬰：溢農后 溢；晶；~し全日、 ビ；髯召竺嘉 k ？述祖月又 、＇ 、 息盆翠凋 合醤
立を指むりと晩稲穂適籾葛葉軸刈れ毛を殊米起に来て又とすにき米其月り ・ 利全はえ II 匡し
礼表導ず取も生種后期がのはがりて中ーに質す雨食色遅青°あなの — ｷｷ ` 』 用くなつこ名て
を示にかり云植で成と少下斉三取おに遇早を原の味択す米刈る鍵品しは ょ＿ , しあいてんでお
各し依し適わで三熟云しの味分りり胴間期落因多ををざやり←は質i主 ^ — てりか税な結き
部たりい期れ三 0 期わ残方がノ適ま割以栽すといお悪る未取とーを ・ くま，，金こ構き
落刈‘ののて五日まれつに梢一期す米上培事t時，とくと熟り云刈落意〖 だせとがとでい
のり刈で判お B l でてて脊々程を°にお米になにすし米米期わりす さん＼、多をすた水しり今定りし四のお＼、味残度知ーなくはなつは事胴粒なかれ取か !~秋の味かく[> ’’ い°つくき°し
稲ん取年はま四 0 日りるをつ黄る般るれ刈りて糖に割がど早てり否 I °安たなくでま
数のりは仲す五 B 数‘時おて変ににとるりま若発な米過がすおの力、 さわやかな涼風のおとずれと共に、秋の味党わ、梨の色ずき 心心るとすせ
ケ赤適県々が日中は又期ひ＇＼、しは稲云と適すし牙りが熟混き＇り適の によつで一段とそそる、甘くしたたる水分、舌にのせると、と し配の‘かん
所＼、期の‘刈位‘早出がたて茎穂のわ立期°くを更出しりるま期大 ろけるような舌ざわり、味党の秋食欲の秋、秋・・・ てはでから゜

皐書｀應よ嬰魯仝仝ば；磁：絡iと翌醤畠i羞：: ！讐昂 霊 をそ＼なよ笙iを公~,:、 9 〖呈
忠皇虐井島 市 合 使貴取こ放水 定ん手にエが接のらいと店道 オ旨 ；ぶえi °忍;ら; g累男［
．すツニ大き•宮寺神天 現 し、重締れ水 1さ ェ°をは事適続温太まはでエ °を分刈 る米地励期し刈た
°ぺ 店川ん塚田寛笠在 忍菜』菜七田 事 加パ店用す水陽す出な事工定 穫注り との方行をてり゜
て は水だ水ポ水工 次 う°す正はん 店 えイでさる気風°来いに可I る意お 云品のし標あ取こ
指太道な道ン道菜の はるプなれとに呂なと関 事しくわ質稲て準りりの
定 賜箪箪 プ 所 と °お°行い［ま 今 こといま違水を ＼‘‘し月i I にてれ れを刈下にま適立
品麿加加店 お 百合閲芦年といとす反道作規工て 心‘をて著りさしす期札

ッッ り ＿――-------_--ーーニはえ‘°とのつ定事は 掛品しおしは＼ヽてかのに

れ物り 使と上はま混つぐまにもけみ造酒 て家 に違
てをんな用‘の‘し和たみたん含ツかれ税家 注反
＼、まこ•おし味酒アた酒ものたにむすんま法庭さ庭 、 意者
まぜや‘まつ類）レ°もの十ひくツも＾すに用し用 いを
する‘こすけ＾コ晋造に二‘‘かも夏がふのつの た出
°こぷの゜用し 1 通れ限種さくり＾‘木れ少 しさ
とと酒 のよルこるつのるこんぼ温年な量か梅 まな
は 9 を 砂う分れよて果な‘‘た州四いのへ酒 し 1 、
‘な売 糖ち二をう家物ししいん‘月で梅なは よよ
厳どつ のゆ十造に庭類‘そちき紀か自酒＼ヽ‘牛 9 9 
禁のた 類う度るな用をと‘ごよ州ら由な 逗さ果り をツ以にりの使ち桑‘うだ‘にら つ o g 

は

老人クラプ結成状況 8 月末日現在

交
通
事
故
が
全
た
く
な
く
み
て
い
る
間
に
も
ど
こ
か
で
事
そ
こ
で
、
県
菩
察
で
は
先

て
、
自
動
車
や
歩
行
者
が
快
故
が
お
き
、
か
な
し
ん
で
い
る
月
（
八
月
）
か
ら
毎
月
「
つ

適
に
通
行
で
き
た
ら
ど
ん
な
家
族
も
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。
い
た
ち
」
を
“
交
通
事
故
ゼ

に
い
い
で
し
よ
う
。
．
ほ
ん
と
う
に
お
そ
ろ
し
い
こ
口
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
、
わ
た
く
し
た
ち
と
で
す
。
こ
の
日
は
運
転
者
と
歩
行

の
理
想
の
社
会
で
あ
り
ど
ん
な
ん
と
か
し
て
、
こ
の
お
そ
者
も
、
県
民
の
ひ
と
り
ひ
と

な
に
か
住
み
よ
い
こ
と
で
し
ろ
し
い
交
通
事
故
を
な
く
す
こ
り
が
交
通
の
ル
ー
ル
を
正
し

よ
う
。
と
は
、
だ
れ
し
も
考
え
る
こ
と
く
守
つ
て
乎
故
を
ゼ
ロ
に
し

し
か
し
、
現
実
は
ほ
ど
遠
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
積
み
堕
ね
て
明
る
い

．
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日

い
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
か
し
、
こ
の
問
題
も
さ
し
社
会
を
築
き
た
い
の
が
、
こ

こ
と
し
の
上
半
期
（
一
月
て
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
日
を
定
め
た
目
的
で
す
。

か
ら
六
月
ま
で
）
だ
け
で
な
の
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
交
通
の
ル

ん
と
三
千
百
三
十
六
件
も
の
ー
ル
を
守
つ
て
、
ゼ
ロ
の
日

そ
れ
は
事
故
の
大
部
分
が
交

事
故
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
を
実
現
さ
せ
て
下
さ
い
。

通
の
茎
本
的
ル
ー
ル
を
守
つ
て

し
た
。
こ
れ
を
一
日
に
乎
均
（
九
月
二
十
四
日
か
ら
三

し
ま
す
と
、
十
八
件
に
な
り
い
な
い
た
め
で
す
か
ら
、
こ
の
十
日
ま
で
）

ま
す
。
ル
ー
ル
さ
え
守
り
さ
え
す
れ
は
館
林
抒
察
署

皆
さ
ん
が
、
こ
の
記
事
を
事
故
は
起
り
え
な
い
の
で
す
。

訂
正
川
俣
白
寿
会
女

羞
『
三
持

'
‘
.
'
ふ

西
小
学
校
新
築

校
舎
上
棟
式

去
る
八
月
二
十
三
日
午
前
十

時
、
西
小
学
校
新
築
校
含
上
棟

式
が
、
新
館
屋
上
で
｀
村
当
局

建
築
委
員
、
河
本
工
業
、
大
高

建
築
設
計
事
務
所
貝
参
列
の
も

と
に
、
瀬
下
、
吉
田
両
神
職
に

よ
り
お
こ
そ
か
に
行
わ
れ
た
。

工
事
は
最
後
の
仕
上
に
か
か

り
十
月
に
は
近
代
感
党
の
モ
ダ

ン
ナ
校
合
が
完
成
の
見
込
で
す

クラプ名
全員数

給成年月日
男女It

＊綸長舟会 29 39 67入 昭38 7 19 
中谷長 9} 全 5 19 23“,. 7 22 

新塁長＂＇ラブ 11 14 31 賀白 7 23 

JI I 俣白 9t全 16. 27 -ｷ w 1 23 

江＿tl井，，ラブ 29 36 60., ~ 7 25 

幡鳳特クラブ 25 91 56 "”7 25 

須買八干代全 '17 26,,,". 7 28 

ifi大凡上考 A9 9 プ 91 22 “,.”8 I 

南大騒下毛人クラブ 13 23 36”.”8 1 

千淳井不屯会 29 32 58 峠約 85

矢 Br、ケ谷万 9} 全 23 U 57 •鑽 8 7 

III“ 在砂·全 18 13 “,.,.8 9 

＊佐貫福 9t会 18 25 0 " "8 16 

下江昂＃会 23 19 39.",..8 25 

上江晃1宝紆クラプ 17 16 33.,'#8 28 

合 計 2U 356 “° 

Iしよ
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問文和田実
印刷所小林印刷所

明
和
村
の
人
ロ
一

（
十
一
月
一
日
現
在
）

世
帯
数
一
、
六
九
五

人
口
総
数
九
、
一
四
八

男
四
、
五
一
八

女
四
、
六
―
―
1
0

本
籍
人
ロ
―
二
、
四
八
五

衆
議
院
総
選
挙

公
明
選
挙
は
選
挙
民
の

自
覚
が
第
一

/
 

さ
が
し
も
の
で
書
架
を
か
身
あ
ま
り
無
責
任
な
説
明
に
た
る
方
向
に
進
む
だ
ろ
う
。
」

き
ま
わ
し
た
ら
、
新
聞
の
ス
よ
り
な
さ
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
そ
し
て
私
が
問
わ
れ
た
ら
「

ク
ラ
ッ
プ
【
説
明
に
困
っ
た
成
長
し
て
い
く
子
供
に
、
こ
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
仲

映
画
広
告
】
と
そ
の
感
想
文
よ
う
な
事
を
ど
の
よ
う
に
説
明
が
い
い
で
し
よ
う
。
こ
の
人

が
と
び
だ
し
た
。
も
っ
と
も
す
る
が
よ
い
の
か
考
え
こ
ん
で
達
も
仲
が
い
い
だ
よ
。
そ
し

筆
者
と
、
教
育
に
造
け
い
の
し
ま
っ
た
。
【
山
形
県
・
笹
原
て
仲
の
良
い
人
同
志
が
だ
っ

深
い
方
と
の
間
に
交
さ
れ
た
鉄
之
助
】
こ
し
て
い
る
姿
な
ん
だ
よ
。

会
話
の
内
容
に
止
ま
り
ま
す
こ
れ
は
単
な
る
商
業
政
策
的
お
友
達
の

0
0
ち
ゃ
ん
の
、

が
、
新
聞
の
切
り
ぬ
き
の
原
な
広
告
に
対
し
て
の
抗
議
だ
け
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
も
同

文
は
次
の
通
り
で
す
。
で
な
く
、
性
教
育
の
方
法
を
考
じ
亨
を
し
て
い
る
し
、
そ
れ

◇
整
理
し
よ
う
と
思
っ
て
何
え
て
い
た
だ
こ
う
と
し
た
も
の
が
あ
ん
ま
り
近
い
の
で
顔
と

気
な
く
古
雑
誌
を
ほ
り
だ
し
と
思
わ
れ
ま
す
。
吾
々
成
人
は
顔
が
接
触
し
て
い
る
よ
う
に

た
ら
、
今
年
一
見
え
る
ん
だ
よ

[
nい
い
性
教
育
の
コ
ン
ト
／
．
。
」
そ
し
て
、
誰

の
口
づ
け
の
写
と
で
も
で
き
る

真
を
見
つ
け
ま
し
た
。
1
1
お
そ
の
子
の
親
で
な
く
と
も
青
少
事
で
な
い
と
い
う
倫
理
観
を

父
さ
ん
こ
れ
ナ
ニ
し
て
い
る
年
を
正
し
く
成
長
さ
せ
る
に
、
も
、
あ
わ
せ
て
説
明
す
る
事

所
1
1
と
き
か
れ
、
い
さ
さ
か
良
き
協
力
者
で
な
け
れ
ば
な
り
が
必
要
で
あ
る
と
ご
示
唆
下

当
惑
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
せ
ん
が
、
筆
者
が
先
生
に
お
さ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
具
体

私
た
ち
の
所
で
は
口
づ
け
を
尋
ね
し
ま
し
た
ら
、
次
の
よ
う
的
な
質
問
例
が
あ
り
ま
す
が

至
極
当
然
の
事
と
し
て
受
け
な
解
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
適
正
な
解
答
を
考

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
で
「
い
わ
ゆ
る
こ
の
子
の
疑
問
え
て
見
て
下
さ
い
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。
は
、
正
し
い
性
教
育
を
望
ん
で

0
何
故
お
父
さ
ん
は
、
子

◇
ド
ギ
マ
ギ
し
な
が
ら
も
”
い
る
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
て
、
も
ど
も
を
産
ま
な
い
の
？

こ
れ
は
映
画
だ
か
ら
わ
か
ら
し
ゅ
が
め
ら
れ
た
性
教
育
や
、

0
何
故
お
母
さ
ん
に
は
、

な
く
て
も
よ
い
”
と
い
つ
て
不
満
足
な
解
答
で
あ
る
な
ら
、
子
ど
も
が
で
き
る
の
？

お
き
ま
し
た
。
し
か
し
私
自
純
良
な
子
ど
も
達
は
、
い
か
な
（
教
育
委
貝
会
）

大型トラククーで深耕
土地の生産力を高めるため、田畑を深く耕やすことが要求さ

r れています。深耕によつて、土地を深くまで通気と透水を良く
し、作物の根の働きを増すことにより、増収を図るといわれま
す。

こんど入つたトラクターは、フォードソン四十馬力です。耕
転料金は一応耕；；； （ボツトムプラウ） 実働一時間当1.200円
耕転砕土（ローターペーター）仝1,500円整地仝1.200円

申込は各農協を経由して役場産業課え

ア
ヤ
ク
・
ク
ニ
オ

昭和 3 8 年 1 1 月 1 0 日

分しば自ど第つがそし い費るか当＼ヽま違挙よしう いいー一
の‘絶分んーた悪の合今ま用の‘選わす反はうて選公うつ
信こ友！考なだのいとの年すはかなでれ‘は明‘知挙明こも
すま 1,: がことはがき会の°二‘ぜ二まよ増るしら権選と選
るか違し誘 I ヽ‘‘‘を春 七たそ千す（加くかなを挙が挙
さ反つ惑う選第も開‘ 0ぶん万‘三しなしいもとさに

おれはかがこ挙ーちき公 万んな円三当てら実方ついけは
なおりあと民にろま明 円選にで千二いな情は方うば公

ヘいこしつでの問んし選 程挙金は万落るいはなは言れ明さ戦相する補名さすて各定では ま挙ーーなもよ
尉さててし自題候た挙 度のが落円なと‘年い一葉ま選れが当のよ者位で°おと員す第当しと日月り解衆い

ないもた党に補がの と公か選など聞選々で人はす挙ま予のでうがいはうりなはが二地たな総二‘散誤よ
す自いれ‘°がな者‘話 思定かとらとき挙選しとも°とす想激‘であ候六わまつ三‘区方°り選十十に院い

冒□` ［羹l言冑］］氾山［了 □ い「9a 且：·［長:;
し見し公°切何 まし判等公大つきを世をによ守て約そな党 \\ ょ断も報切てれ知間持は
かる実しれ判に ＇ー／／ ァ しっし聞もとおばるのつ政
°こ行まか断所 ャさ°なきよ思互話よ風こ治
としすらの属 クつけ‘く＼ヽにしう評とに
がてが選資し ・ れぁ読ま研合に等で対
大い‘挙料て ク ばりみす究の心ですし
切る当 1こにし、 二 なゆ‘°す場ろそがて
でか選際なる オ らる立まるながの‘深

ら犬 き虐；，犀：古ら癸翌消 醤手今井晶選さ 9 ぢ畏零灯忍身ょ k t明：i：投
いは と家巡部にま秋掃わ掃 1: 才年に在挙とてつ気名ま役の（ い（和がう票
門犬 にに視落なでは除た法 応ツの住で名があての薄す場処選＋ あ も清村大なは

なはしのり実十をりに手火 録以十ん‘簿でりも毒に°へに挙ー のよか切気自
よいの つ‘て術ま施月行例よ さ上二で引はきま‘で落調問入ま月 な でくらで持分
う愛 て実大生しし末つ年つ れの月い続毎なせ選すらぺい場ぎ五 す明はすでの
°堕飼 い施掃協たてよてのて ま方二るき年いん挙がてて合券わ 8 °る一°慎夫ま済除力°いりい通‘の すが十滴三九もと名‘い見せがにか た い人重や
‘主 す証を会こた十まり春 °‘8 ニカ年の投簿選るまる来なら の 選のに嫁
正 °を済ののだーす住秋 こ選で十月十で票に挙のす方なつ十 挙違選を
しの Iiま方間（月が居二大 れ挙満才以五すす登権でとがいて九あ名―ー主竺ぶ選
一日

さそ皆 をゼ畠手悶哀含素ぉ 戸皆盆翠こ門［口年こ；畠忍‘且まりは ` ｷ 
名与さ ！い，悶ぎ、し策合計輩掃 手口雰閲記皐 E i芯脅皇~,関魯；ま
守‘ま よづノ°実衛はまの さ是＜簿厨、選すfぅま簿としんつ犬 う大ミ 施生‘す都 い非なにがた挙゜たでをにてを含す
てをへ °掃な 済協大こ合除 。選り登過だ管若く役十 しい通‘飼 除と証力掃とで 挙ま録ぎき理しこ場一てた．簿力‘他う をを を会除が‘ 名すんまま委落とで月 作だ与縦
人に 実防も役をでこ 簿°るすす貝ちに皆五つい皆覧
には 施ぐら員済きの をこと°会てなさ 8 てたさ

丘i[ ]翡；ま日う言星と：] ］彗叫：彗：: l 
校り募遂摂こ·民 —共 しはらをつてがをた前

盗旱含上門房盆蒜為四同 ¥塁こ、と忍ぶ塁吝忍g
よ三しし四に様募募万募 下課狂けるも九た障付
り百てた万よの金金六金 さ 1: しれもの月手害を
一六‘°三り深に完千 いなあ 1土のを一帳者も
千十中そ千十いつ遂 °るてなは含日で手つ
円円学の六月こ·いに円 ぺはり手む以交帳て
の‘校ほ百七理てつ集 くまま帳ツ前付＾交
募東生か円 8 解は＼‘ま 早るせのをと年再付
金小徒学を‘と‘て くもん書‘な月交さ
が学よ校完目‘村 る 申のか換もつ日付れ

5 4 5 2 1 せつしツ東類診十年街 復； ぁ
再恩症恩再下いたに京各杢月三病旧 り
診給状給診さてあ提都一請一月年軍病査証経診査いはで出新部求日終金人恩 ! 
請書過断請゜‘‘す宿をの以期の軍給 た
求‘書密求 民くる区‘た降と有属再 ゜
に又 杏 生わこ市直めにな期の
関は 課しとケ接｀おるの増診＾
係そ しいに谷恩ついもも加査民
あの おこな本給ぎてのの恩年生
る写 問とり村局の‘はで給 5日課
事 合にま町＾書再‘来と求～
いの り百九？窮 7 6 ま組そま九月フ打去連更 立戸関受以項
し織こし十まプ以る 書籍係け上に
たつでた人での来八絡ク 謄申てのつ
がくか°のに結‘月協ラ 本立いほい
‘りね全十成各 お書るかて
準がて部六が部；議プ よ も‘の
備検か の団推落老会 ＾び の増申
万討ら組体進と人 民再の加立
端さ連織会さも福は 生就 ‘恩書
よれ合が員れ老祉 課職生給
うて体終六‘人法成 ツ申計を

こ部次 まがに数会明五や

E房〗裳監理塁会と［会器信羽晨ら
あ老外の 事 事 長長°ぞはの式老場つ
た人十 9 ＾れ終もが人会て
つク名ち石早 石鯉吉菌敬役わと開そ議‘
てラの ‘/11/11 外川沼田部称貝り‘かフ室去
し、プ方理 水十源淳竜孝略に‘盛れプにる
るの々事実門名次一次三ツ就次会‘連お十
°会は石 郎 任のの来絡い月
長 ‘}II さ方う賓協てニ
が各源 れ々ち多議‘+

そ
の
手
は
古
い

こ
ん
な
手
を
使
れ
わ
て
も
俺
は
の
ら
な
い
よ

三
こ
＼

-
{
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秋
晴
れ
の
好

H

村
民
体
育
祭
行
な
わ
る

梅
原
部
落
四
三
点
で
優
賞

テ
ル
リ
レ
ー
の
五
種
目
で
、
総
輪
部
落
、
三
位
は
斗
合
田
部
落
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

合
点
の
四
十
三
点
を
と
っ
た
梅
ー
だ
っ
た
。
尚
、
相
談
日
以
外
で
も
今
ま

原
部
落
が
優
賞
、
準
優
貰
は
大
で
通
り
相
談
に
応
づ
て
お
り
ま

す
。

}
'
9
9

税
務
足
ょ
＇
り
口
，
｝
＿
延
滞
金
の
軽
減

号
県
税
の
納
税
相
談
日
は
合
理
化
が
行
は
れ
ま
し
た

”
長
期
間
の
滞
納
は
逆
に
増

ー
毎
月
十
五
日
に
加
す
る
”

こ
。
従
前
は
、
地
方
税
が
納
期
限

4

さ
る
十
月
十
三
日
第
八
回
村
お
母
さ
ん
の
ス
プ
ン
競
走
や
び
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
婦
人
会

ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に

第
民
体
育
祭
が
、
明
和
中
学
校
で
ん
釣
り
競
走
、
た
る
こ
ろ
が
し
の
踊
り
、
中
か
で
も
血
を
沸
か
＿
館
林
財
務
事
務
所
で
は
県
税
め
ま
し
t

開
催
さ
れ
た
。
収
獲
の
秋
、
老
は
、
あ
わ
て
て
た
る
を
ひ
つ
く
せ
た
小
中
生
の
リ
レ
ー
競
走
、
（
事
業
税
、
自
動
車
税
、
軽
油
今
ま
で
も
相
談
に
は
随
時
応

一
若
男
女
つ
ど
い
、
好
日
に
め
ぐ
り
返
す
や
ら
、
と
ん
で
も
な
い
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
白
熱
戦
は
引
取
税
、
狩
猟
免
許
税
な
ど
）
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
日
匹
i
[
[
翌
戸
い
い
臼
い
戸
這

叩
詞
炉
庫□
韮
:
る
]
[
]

.

.

 

、
'
『
[
8
]
詞
戸
印
囀
」
『
疇
[
[
国

＿
日
歩
一
一
銭
、
計
四
銭
の
割
合
で

延
滞
金
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ

t

d
 に
と
に
な
り
ま
し
た
。
尚
延
滞
金

一
本
に
な
っ
た
の
で
、
従
来
の

延
滞
加
額
罫
金
の
限
度
額
本
税

の
五
％
は
な
く
な
り
、
総
体
的

に
は
軽
減
さ
れ
た
と
云
つ
て
も

長
期
間
（
五
百
六
十
一
日
以
上

）
滞
納
し
て
い
る
場
合
に
は
、

従
来
よ
り
負
担
が
堕
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

改
正
は
十
月
一
日
か
ら
実
施

に
な
つ
て
お
り
ま
す
，

よ
う
な
こ
と
が
と
思
う
。
問
題
は
ど
う
し
た
ら
な
い
が
、
そ
の
実
績
は
す
ば

｝
教
育
片
言
言
昇
は
な
ら
げ
冠
認
杜
隠
'
f
訳
窮
に
関
：
生
方

◎
最
近
、
家
庭
と
で
あ
る
。
飲
物
や
食
物
の
好
が
、
と
て
も
熱
心
で
、
お
互

自
分
の
い
の
ち
は
自
分
で
教
育
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
き
嫌
い
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
に
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
他

守
れ
。
笛
日
の
放
送
や
新
聞
人
作
り
の
基
盤
が
家
庭
に
あ
る
だ
か
ら
、
子
ど
も
だ
け
を
責
め
町
村
の
幼
稚
園
や
保
育
園
を

で
交
通
事
故
の
な
い
日
は
な
こ
と
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
い
る
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
つ
と
見
学
し
た
り
、
講
習
会
に
出

い
。
大
切
な
い
の
ち
を
人
ま
子
ど
も
は
生
れ
た
日
か
ら
四
六
め
て
飲
ま
せ
る
よ
う
に
工
夫

l

席
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り

か
せ
に
し
て
は
い
な
い
か
。
時
中
、
家
庭
の
中
の
空
気
を
吸
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
一
生
け
ん
命
勉
強
し
な
が
ら

た
ん
ぼ
道
で
も
う
か
つ
に
ぱ
つ
て
生
育
し
て
い
る
。
家
族
一
◎
学
校
給
食
の
話
が
出
た
か
ら
真
剣
に
指
導
に
当
つ
て
居
り

歩
け
な
い
世
の
中
で
あ
る
。
人
一
人
の
言
語
や
行
動
が
、
知
つ
い
で
に
完
全
給
食
に
つ
い
て
ま
た
、
保
護
者
の
方
々
が
極

ま
し
て
交
通
足
の
多
い
所
で
．
ら
ず
朦
ら
ず
の
間
に
子
ど
も
た
一
言
し
た
い
。
文
部
省
も
県
も
め
て
熱
心
が
、
よ
く
協
力
さ

は
な
わ
さ
ら
で
あ
る
。
事
故
ち
に
影
筈
し
て
、
そ
の
人
格
形
完
全
給
食
の
普
及
に
は
本
腰
を
れ
て
い
る
た
ま
も
の
と
感
謝

が
起
つ
て
か
ら
宕
任
の
な
す
成
の
守
素
と
な
っ
て
行
く
の
だ
入
れ
て
い
る
の
で
、
完
全
給
食
し
て
い
る
。

り
合
い
を
し
て
も
死
ん
だ
も
か
ら
、
百
の
説
法
よ
り
も
家
族
の
実
施
校
は
全
国
的
に
年
々
増
◎
青
年
団
貝
が
年
々
減
少
し

の
は
生
き
返
ら
な
い
。
家
庭
一
人
一
人
の
言
動
や
家
族
間
の
加
し
つ
つ
あ
る
。
邑
楽
村
で
は
て
団
活
動
に
支
障
を
来
し
つ

で
も
学
校
で
も
「
自
分
の
＼
人
間
関
係
の
在
り
方
そ
の
も
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
全
校
つ
あ
る
こ
と
は
誠
に
憂
慮
す

の
ち
は
自
分
で
守
る
教
育
」
が
極
め
て
大
切
な
問
題
で
、
無
に
完
全
給
食
を
突
施
す
る
こ
と
ぺ
き
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三

を
強
調
し
た
い
。
言
の
感
化
こ
そ
が
家
庭
教
育
そ
に
な
っ
て
い
る
。
本
村
で
は
現
四
年
に
は
三
五

0
名
だ
っ
た

◎
学
習
教
育
を
盛
り
立
て
よ
の
も
の
で
あ
る
。
家
庭
教
育
と
在
、
西
小
だ
け
が
一
ヶ
月
三
五
が
、
三
五
年
に
は
二
五
九
名

う
。
勉
強
を
忘
れ
た
生
徒
は
は
、
家
庭
内
の
よ
い
空
気
作
り

0
円
の
給
食
費
で
、
毎
週
五
日
三
六
年
に
は
ニ
―
四
名
、
三

歌
を
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ヤ
で
あ
だ
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
あ
る
間
、
パ
ン
、
ミ
ル
ク
、
お
か
ず
七
年
に
は
一
六
七
名
と
な
り

る
。
児
童
生
徒
の
学
力
が
問
ま
い
と
思
う
。
の
給
食
を
や
つ
て
い
る
が
、
三
三
八
年
に
は
僅
か
に
八
五
名

と
＼
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

題
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
子
◎
学
校
給
食
用
の
脱
脂
粉
乳
に
五0
円
で
は
何
と
し
て
も
容
易
‘

会
社
や
工
場
な
ど
に
勤
め
る

と
も
た
ち
の
学
習
意
欲
を
も
つ
い
て
色
々
な
論
議
が
あ
る
。
で
は
な
い
。
せ
め
て
四
五
0
円

人
が
多
く
な
っ
た
た
め
だ
ろ

り
上
げ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
文
部
省
が
い
う
よ
う
に
、
脱
脂
か
け
れ
ば
今
よ
り
も
よ
い
も
の

う
と
思
わ
れ
る
が
何
と
し
て

る
。
学
校
も
家
庭
も
一
っ
心
粉
乳
に
は
子
供
の
発
育
に
欠
く
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

に
な
っ
て
子
供
た
ち
が
喜
ん
こ
と
の
で
さ
な
い
蛋
白
質
や
力
わ
れ
る
。
子
と
も
の
健
康
な
か

で
勉
強
す
る
気
に
な
る
よ
う
ル
シ
ュ
．
ー
ム
が
多
品
に
含
ま
れ
ら
だ
作
り
の
た
め
、
一
日
も
早
も
心
細
い
次
第
で
あ
る
。
こ

な
ふ
ん
い
気
を
か
も
し
出
さ
て
居
り
、
し
か
も
安
い
値
段
で
く
小
中
学
校
に
完
全
給
食
を
実
の
辺
で
何
か
打
つ
手
は
な
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
供
給
さ
れ
、
長
い

O
O子
ど
も
た
施
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
も
の
だ
ろ
う
か
。
何
分
の
こ

つ
て
も
、
功
を
急
ぐ
の
余
り
ち
の
発
育
の
上
に
果
し
て
来
た
◎
幼
児
学
級
を
通
年
制
に
改
め
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

「
角
を
た
め
て
牛
を
殺
す
。
」
効
果
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
て
か
ら
ま
だ
一
年
半
し
か
た
た
（
教
育
長
）

型
式
及
年
式
農
耕
作
業
用
自
動
車
（
耕
運

原
動
機
の
型
式
機
）
と
は
「
原
動
機
に
よ
り
陸

車
体
香
号
上
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

出
力
と
し
て
製
作
し
た
用
具
で
、
そ

型
式
認
定
番
号
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
」
と

と
印
鑑
を
御
持
参
下
さ
い
。
な
っ
て
お
り
、
殆
ん
ど
の
耕
運

尚
、
耕
運
機
は
自
動
車
賠
償
機
が
該
当
し
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
度
分
保
険
（
国
家
保
険
）
に
加
入
し
尚
現
在
つ
い
て
い
る
県
の
ナ

所
得
税
第
二
期
分
の
納
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ン
バ
ー
は
近
い
内
に
村
の
ナ
ン

つ
て
お
り
ま
す
（
年
額
、
八
九
バ
ー
に
取
替
え
る
予
定
で
す
が

税

0
円
）
そ
の
時
は
又
通
知
し
ま
す
。

所
得
税
第
二
期
分
の
納
税
は

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
納
め
て

下
さ
い
。
十
一
月
三
十
日
は
土

曜
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
な
る

ペ
く
早
目
に
納
税
し
て
く
だ
さ

才
疾保7

算
民
大

固
ぉ
打
才

和
入

9
ー
．
低
所
得
被
保
険
者
の
負
担
を
は
応
益
分
賦
課
額
【
世
帯
別
乎
明
オ

軽
く
し
よ
う
と
し
て
今
年
度
の
等
割
（
五
六
0
円
）
と
被
保
険
計

耕
運
機
の
ナ
ン
パ
ー
交
困
保
税
よ
り
次
の
よ
う
な
世
帯
者
均
等
割
額
（
二
六
五
円
）
】
五
＾

付
は
役
場
で
行
う
こ
と
を
対
象
に
減
税
す
る
こ
と
に
限
の
十
分
六
相
当
額
い
所
得
が

7

利

生
省
で
き
ま
り
ま
し
た
。
九
万
円
を
超
え
る
世
帝
（
一
の
『
J
特

に
な
り
ま
し
た
一
、
対
象
世
帯

1
1国
保
税
の
5
の
世
帯
）
に
あ
っ
て
は
応
益
和

な
l

従
来
、
耕
運
機
（
農
耕
作
業
納
付
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主
お
分
賦
課
領
の
十
分
の
四
の
相
当
＇

用
自
動
車
）
の
申
告
は
陸
運
事
よ
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
額
。

務
所
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
険
者
の
前
年
の
総
所
得
額
が
、
以
上
の
減
額
分
に
つ
い
て
は

道
路
運
送
車
輛
法
の
改
正
に
よ

m
九
万
円
以
下
の
世
帯

m
九
国
よ
り
の
補
助
金
に
て
ま
か
な

つ
て
、
十
月
十
五
日
か
ら
特
殊
万
円
に
納
付
義
務
者
を
の
ぞ
く
い
他
の
被
保
険
者
に
は
影
容
は

小
型
自
動
車
と
し
て
各
市
町
村
他
の
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
一
な
い
も
よ
う
で
す
。
村
で
は
梨

で
標
識
の
交
付
等
を
行
う
こ
と
万
五
千
円
を
加
え
た
合
算
額
以
よ
り
の
指
示
が
あ
り
次
第
譲
会

に
な
り
ま
し
た
°
下
の
世
帯
を
対
象
と
す
る
。
に
諮
つ
て
条
例
の
改
正
、
予
算

申
告
の
際
は
、
耕
運
機
の
譲
二
、
軽
減
さ
れ
る
額

1
1
前
述
の
組
み
替
え
等
を
行
い
本
年
度

渡
証
明
書
（
農
具
店
又
は
誼
渡
の
対
象
世
帯
に
つ
い
て
次
の
様
分
の
保
険
税
か
ら
適
用
す
ぺ
＜

人
か
ら
も
ら
つ
て
下
さ
い
。
）
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

m
所
得
が
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

．
又
、
証
明
嘗
が
な
い
場
合
は
九
万
円
以
下
の
世
帯
に
あ
っ
て

国
保
税
が
減
税
に

な
り
ま
す

才 入 出

団磨支出全
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昭和 3 9 年 1 月 2 5 日 明 和 第 4 2 号

近
代
建
築
の
西
小
完
成

村広報

まはる れの十月た
敷 群所概こ近近校た名二を‘t
地 馬在要と代代舎°士月つ西莉
面大県地はに科建は を五い小三
校字邑 次優学築県 招日や学十

}I| 楽·の秀のに下 1 、県し校七
四俣郡 通で粋てで て並ては年
‘五明 りあを‘も 盛び十‘九
弓五和 りつそま 大に一一月
一九村 まくのれ ！こ郡月年若
三 すし設に打関竣三エ
坪 °‘備見 は係エケし

；一

総
工
費

校
舎
構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
三
階
建
八

0
四
坪

内
訳

普
通
教
室
一
四
、
三
0
六
坪

特
別
教
室
四
、
一
三

0
坪

管
理
室
一
九
、
一
六
二
坪

玄
関
、
廊
下
、
便
所
（
水
洗

）
二
0
六
坪

公
使
室
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
家
建
＇

一
四
、
四
▼

坪給
食
室
、

鉄
筋
コ
ン

9
)

ー
ト

9
,
'
,
.
9
9
9
.
.
¥
,
.
,
.
,
.
,
'
 

り
す
る
こ
と
は
一
切
や
つ
て
お

り
ま
せ
ん
。

（
右
）
喜
び
に
感
謝
を
こ
め
て
も
し
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と

人
つ
く
り
を
約
束
す
る
が
あ
っ
た
場
合
ま
た
は
挙
動
不

家
宮
校
長
審
な
者
が
伺
っ
た
と
き
は
身
分

証
明
書
（
写
真
が
貼
つ
て
あ
り

に
せ
税
務
署
員
に
ま
す
）
を
見
せ
て
も
ら
つ
て
確

か
め
る
か
税
務
署
ま
た
は
警
察

署
に
問
い
合
わ
せ
て
、
被
害
に

＂
ご
用
心
“

税
務
署
で
は
皆
さ
ん
の
お
宅
か
か
ら
な
い
よ
う
こ
注
意
下
さ

に
伺
つ
て
、
税
に
関
す
る
図
書
い
。

な
ど
の
刊
行
物
を
売
n

つ
け
た
こ
れ
か
ら
蹟
定
申
告
の
時
期

り
、
購
読
の
申
し
込
み
を
と
り
に
か
け
て
、
特
に
こ
の
よ
う
な

代
金
を
諮
求
す
る
と
か
、
或
は
被
害
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り

講
習
会
や
説
明
会
を
開
催
す
る
ま
す
か
ら
お
互
に
気
を
つ
け
る

と
称
し
て
、
会
費
を
徴
収
し
た
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

県
F
に
誇
る

明
和
村
の
人
口

（
一
月
一
日
現
在
）

世
帯
数
一
、
六
九
九

人
口
総
数
九
、
一
五

0

男
四
、
五
二
三

女
四
、
六
二
七

本
籍
人
ロ
―
二
、
四
六
九

も
昨
年
に
統
い
て
り
ま
せ
ん
。
現
在
設
計
測
豆
を
西
に
大
塚
ワ
イ
シ
ャ
ツ
工
場
が
ー
）

B
か
肌
～
呻
t
眠
2
罪
8
や

激
は
国
を
は
か
り
ま
実
施
し
て
い
ま
す
。
建
設
さ
れ
又
旧
佐
貫
小
学
校
跡
ー

詞0扉
罪
叫
叫
潤
犀
詞
閏
叫
叫
冒
団
汀
筐
~

今
年
は
教
育
委
貝
会
で
学
校
プ
に
対
応
す
る
た
め
構
造
を
改
め
し
よ
う
。
い
ま
す
。
が
、
邑
楽
郡
内
に
お
い
て
も
、
二
、
六
十
オ
。
女
は
十
九
、
三

ー
ル
建
設
の
計
画
を
も
つ
て
居
る
施
策
が
必
要
で
す
か
ら
農
協
福
祉
各
部
落
に
子
供
会
や
老
健
康
に
し
て
、
か
つ
文
化
的
な
し
尿
処
理
問
題
が
よ
う
や
く
世
十
三
、
四
十
ニ
オ
が
大
や
く
と

る
の
で
こ
の
実
現
に
努
力
し
ま
や
士
地
改
良
区
と
協
力
し
て
そ
人
ク
ラ
プ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
も
そ
の
基
姶
の
注
目
を
浴
び
て
き
ま
し
て
さ
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
お
ま
じ

す
。
の
計
画
を
た
て
実
施
に
導
き
た
今
年
は
教
育
委
員
会
や
社
会
福
盤
と
も
な
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
そ
の
普
及
施
工
は
最
も
重
要
な
な
い
的
な
や
く
落
と
し
の
風
習
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昭和 3 9 年 1 月 2 5 日 (2) 

固
定
資
産
評
価
が
え
の

9
9
し
9
9
~
,
‘
9
9
·
‘

、

9
9
·

ー
~
問
題
点
を
さ
ぐ
る

内完明て支のまえ 新
運成和‘援普す謹光春
動を西本と意°ん輝を

帽胃‘’振学りなの法校学和明す今 深め本見進つ
興力‘う設に屋校中和と後さく誠は込ん く
‘の教大置も体プ学東‘のて感に とで
特向育事等との 1 校小学課‘謝欣育な二り
殊上内莱多づ建）レ校学岱題本申快のり月の
学｀容が額く築の舎校 を村しに振ま末
級道の山の公‘建のの設検教上堪興しにt—
の徳面積経立学設一改の討育げえ発たは — 
殺教でし費幼校‘部築面致行まま展こ完杖）
置育はてを雅教小改‘でし政すせのとエ — 
‘の‘居伴園育学築明はまの°んたはのし

れ手五二塁こtょ竺棗茎gも‘社手、臀盆竺雰
民がきーなれ 解れ育教置法会°のま要の年
魯‘たつ年か 決ま‘育‘に教 感 L 課実の
何＼、そ次ら をた成主社も育 がてが施健

のととの計の 待幾人事会との 深前題写全
絶申考現画霊 つ多数の教づ面 ＼、途横々育
大しえ実の要 ての育設育くに のいた‘成
のまてをも課 居問の置委公お でよゎ数、教
こし居しと題 り題振‘員民＼、 あいつ多完育
協てり期 1:. は まか興家‘館て りよて（全長
まこた 1こりと期て＼，た背を勢々済 すおせ力早
す鞭めなまをに力とめ負意やに成私°願んに
°霙にうす甚代Ji!.，思最う識限変長と いの待｝l|
を層立°だいら、，菩第しり転のも すでた
おー派ー残得ずまの二ななし中は るーな
願層な明念そ‘す努のがきてに‘ 次層 1ナ水
いの人日に＼、村が力国ら科行立躁 第のれ
申こ作の思得民‘を民‘学くつ進 でこ．，i門
し指り 8 つなの意払育次の社てす あ支な
上導←本ていこ余＼，成代進会‘る り援り
けとのを居こ待ったのを歩情刻狂 まをま

も旗てにこ＼、そしく尊しにも 祝
つに＼、対のでうた‘厳よ少国近日
て対るし国しさ割何をう＜旗こ·
おしと大でよせりか忘かなをろに
りて同きもう・て切それ°つ立‘国
まも時な‘か＼ヽれこた国たて国
す尊に誇自°るなにわ旗のる民旗
°敬外り1li1世のいもけのは家のを
の国をの界で気やで存なが祝
念のも国のは持もは在ぜ非日
を国つ旗どながやなやで常に

＼ヽけこ は旗ン切こ
もたのはあて朝日そ白なをボつの終
のi歌 あ 日本め地＼・堂 9レた辺戦
がのは 勇 ののてにで々で気で後
あに戦 ま 昇旗あ赤しとあ持すす
りは前 し るはあくよ掲るでつで
ま思の ＼、 努 美日うげ B‘ きに
す＼、教 日 み しのかるの日り二
゜出育 本 せ 1 ヽ丸°べ丸本と十
のをの きのの割圭
深う 旗 1964 で国シり

; ;. gも西）翡塁名認ォ
かかる 揚十‘国えリ
°げ旗家ち官のつに八群的‘ン

誓 ] :1: ；息？全？ ］置なり・雫：．
貝 は笹てこ学あは決十会あ b を
会 あ戸もと校り御證日でがの本
ッ り国‘ーはま承をにもり運年

ま旗 1 ヽ般もす知行国昭を動に
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れい方同を菫目考よ適産評 ＼、税税の『ー，固 ＾へにな ＾激な＼ヽ伐例点価三
にる向調直に下えつ切税価従こを収で 定改答方閲う改問増くて地示 1こが十改
しにに査ねそ税をてな負額つと意入あ品資正え如す固正一を‘従にすつえ九正
て至つ会ての制明所措担のては図のつす産評ツ何る定評ツさ宅来つるいに年評
もついにい方調ら要置の変政＼、し増てるの価 政資価 1ナ地よ＼、とてつ度価
政てておる策査かのを変動府うて加‘趣評制 府産制 る等りて次‘いの制
府な‘い次に会に調講動に 1こまいをそ旨価度 並税度 とに増 1 :t (/)そて固度
とい未てオつにし整ずに伴おでる求れにのの ひのの しつえ税通の色定に
しがだはで＼、おてをるつういももめに出適実 に負実 て＼ヽる負り考，，資よ
て‘結調あていお行こい固てなのたよず正施 県担施 いてこ担でえと産る
はい論整る検てりなとて定はいでりつる均は の調に るはとにあ方問の昭
‘ずをの• 9寸慎‘うには資‘°な増ても衡｀ 考整伴 °‘はつりを題評和

否う低と評 想ら地る準示地 ^ る特税るり ＾い従府をこ負同
めないに価評されののはし価御答 と別負がは最問るつ県行と担調
な傾宅あの価れる評でこては指え • • 思の担‘極近二とてとなのの査
＼、向地る不替るこ価‘れお近攘ツ ゎ考の宅めにツこ措しうな急会
ががに以均の゜と額評をり年の 税 評れ慮調地てお ろ置て方い激の
‘現つ上衝目 とは価相‘著よ るを整の激けですも針よな結
も出い‘を的 なか替当現しぅ 負 価が払に評しる あぺ政でう変論
とすて評是が るなの下行いに 如うあ価い地る＜府あ適動を
よる‘i11i正‘ もり結廻の値‘ 担 何必た替も価 °期のり切のま
りここ水す従の引果つ評上宅 の 。要つにのの 待方‘な生つ
‘との準る米と上｀て価り地 は がて伴が値 し針都調ずて
そはよのこの予げ宅＼、水をの 不 ぁはうあ上 て 1こ道整る税

施＾考税＼、がよしき 方適税価る 重 評固 ＾る景＾てずたつ通土税がす求増れ
さ間えがる定うてに特針切負額力＇ < 均 llli定評答か家評問いるめ‘ず地制つるを大に
れ四ら大のめに負閣 1こでな担の‘ 額賢価え゜の価きるこの税る‘調てとめによ
なツれきでらす担議農あ詞の変政 な 衡 と産制シ 負制 ゜と所負総家査‘こる見つ
＼ヽ晨なく‘れるのに地る整変動府 変の度 担度 に要担合屋会政ろこ合て
よ地い変農てと増お 1こ°の動にに る 是動評の はの なのの負及の府でとう直
うの°動家おい加いつ措に伴お す価改 ど改 る調激担び答にはは税ち
に評すのるうをてい 置つういか 正る額正 の正 も整変を償申おな政負に

i9 言誓合雰寄着i §h9, 正 • • 呂構 1 Iを信 三塁言ぞ菫旦；ヽ 9し；：：証
れ実は産て針いとさ る‘産評 なのて 変て え講るつをて‘た図大の

ii愕＼う、監誓門品愚t窒家らをt醤翌存竺房昭 ；合ぢ魯て；をは＄誓匹t、去皐；尼と自合盗
出に方を年再てえこさ屋した聞し‘れせ評和 量 にかこと＼．ヽ重できててるあがた地関え道
す於法出金建たがのれのくのきて役ばい価三 の とらの＼｀つに‘た固は八るあとのしツが
るけでし等築ら行新告評お家し家場な評が十実評 のもこう点検そす定‘月りるの評｀改あ
もるすてに額いは基示価願 1こて屋係り価え九旅価 文特とので討のこ資農十°が報価閣正つ
の適°評よをくれ準さ基い出おに貝まがと年致賛 書ににが意す実と産地六 ‘道替議評た
で正従価つ算らるにれ準し向りつがせえ共度しも に誤つ

悶／：関／：／醤喜：様：場／橋橋：：健］／；額：優：：、：：B補致／：：費健：：報：：特：／
[[[l]:]言i][]]:]]]ì 
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